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し
た
。

　

日
清
・
日
露
戦
争
は
、
わ
が
国
の
産
業
発
展
の
起

爆
剤
と
な
り
ま
し
た
。
日
清
戦
争
の
戦
勝
金
で
建
設

さ
れ
た
八
幡
製
鉄
所
は
、
わ
が
国
を
重
工
業
国
に
仲

間
入
り
さ
せ
、
産
業
の
近
代
も
ま
た
大
正
期
に
佳
境

を
迎
え
る
の
で
す
。
日
本
の
西
洋
絵
画
と
近
代
産
業

は
同
じ
よ
う
な
歩
み
を
遂
げ
た
と
い
え
ま
す
。

　

吉
岡
銅
山
も
ふ
た
つ
の
戦
争
を
機
に
産
銅
量
を
飛

躍
的
に
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
明
治
中
期
か
ら
大
正
期

の
古
写
真
を
見
る
限
り
、
今
か
ら
は
想
像
も
で
き
な

い
ほ
ど
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
わ
が
国

の
銅
山
は
明
治
末
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
不
況
と
昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
、
輸
入

銅
の
影
響
で
衰
退
。
吉
岡
銅
山
は
昭
和
四
七
年
に
、

足
尾
と
別
子
銅
山
が
四
八
年
に
休
山
し
ま
し
た
。

　

銅
山
跡
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、「
か
ら
み

煉
瓦
」
を
布
積
み
し
た
構
造
物
で
す
。「
か
ら
み
」
と

は
銅
の
精
錬
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
鉱
滓
。
吉
岡

銅
山
跡
に
は
、「
か
ら
み
煉
瓦
」
を
積
み
上
げ
た
沈
殿

槽
跡
や
水
路
、
赤
煉
瓦
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
遺
構
、

煙
道
跡
な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
選
鉱
場
や
精
錬

所
の
跡
、
ボ
タ
山
、
ト
ロ
ッ
コ
を
通
し
た
カ
ル
ベ
ル

ト
、
か
つ
て
最
も
銅
鉱
石
を
積
み
出
し
た
三
番
坑
や

二
番
坑
も
残
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
最
大
の
産
炭
地

で
あ
っ
た
福
岡
県
の 
筑  
豊 
も
そ
う
で
す
が
、
地
下
資

ち
く 

ほ
う

源
で
栄
え
た
地
が
役
目
を
終
え
た
ら
、
そ
こ
に
産
業

の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
伺
い
知
れ
な
く
な
る
程

様
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
は
、
平
成
二
一
年
度
の
「
近
代
化
産

業
遺
産
群
三
三
」
の
中
に
、「
わ
が
国
の
銅
生
産
を
支

え
た
瀬
戸
内
の
銅
山
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業

遺
産
群
」
と
し
て
、
吉
岡
銅
山
、
犬
島
精
錬
所
と
別

子
銅
山
を
認
定
し
ま
し
た
。
笹
畝
坑
道
、
吉
岡
銅
山

遺
跡
（
沈
殿
槽
、
ボ
タ
山
、
精
錬
所
、
選
鉱
所
、
煙

道
、
三
番
坑
口
）、
ベ
ン
ガ
ラ
館
が
対
象
と
さ
れ
た
の

で
す
。

　

犬
島
精
錬
所
は
、
吉
岡
銅
山
の
支
山
で
あ
っ
た 
帯 

お
び

 
江 
銅
山
を
買
い
取
っ
た 
坂  
本  
金  
弥 
が
創
設
し
た
も

え 

さ
か 

も
と 

き
ん 

や

の
。
別
子
は
、
三
菱
以
前
に
吉
岡
銅
山
を
経
営
し
た

住
友
の
銅
山
で
し
た
。
共
に
吉
岡
銅
山
と
は
因
縁
の

あ
る
産
業
遺
産
で
す
。
今
こ
そ
、
高
梁
を
代
表
す
る

近
代
化
遺
産
・
吉
岡
銅
山
の
歴
史
的
・
経
済
的
価
値

を
問
い
直
す
時
で
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

溶鉱炉・平炉などで鉱石を溶解・精錬する際に、溶剤の作用によって生じる

混合酸化物のかす。スラグ。（『広辞苑』第六版）。「からみ」には「�」をあて、非

鉄精錬によって排出された鉱滓を示す。

吉
岡
銅
山
� 
銅
山
跡
を
歩
く

トンネルのようなアーチ構造の 暗  渠 。 拱  渠 。鉄道敷設工事などで 築  堤 を造ると地域が
あん きょ こう きょ ちく てい

分断されるため、カルベルトを設置してその上に土塁を築き、道路や水路を通す。わが

国初の鉄道トンネルとなった石屋川トンネルなど阪神間の３橋梁も、カルベルトを用い

た 開  削 工法であった。
かい さく

高
梁
の

近
代
化
遺
産
�

　

高
梁
出
身
の 
小  
倉  
忠  
雄 
前
大
原
美
術
館
長
は
、
大

お 

ぐ
ら 

た
だ 

お

正
時
代
を
日
本
洋
画
の
青
春
時
代
だ
と
話
さ
れ
ま

す
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
輸
入
さ
れ

た
油
絵
は
印
象
派
絵
画
の
洗
礼
を
受
け
、「
ヤ
ニ
派
」

か
ら
「 
紫 

む
ら
さ
き 

派 
」
へ
と
変
化
し
ま
す
。
暗
か
っ
た
画
風

は

が
明
る
い
色
彩
を
帯
び
、「
西
洋
」
を 
咀 そ 
嚼 
し
た
独
自

し
ゃ
く

の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
大
正
期
で


